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２０２１年７月２０日 

 

 

各  位 

 
 

会 社 名 宮越ホールディングス株式会社 

代表者名 代表取締役会長兼社長 宮  越  邦  正 

(コード番号 ６６２０ 東証第一部) 
 
   
 

＜「ワールドイノベーションセンター（仮称）ビジョン」の改定版について＞ 
 
 

  当社が中国・深圳市で進めているアジア№１の「ワールドイノベーションセンター」（仮称、

以下「ＷＩＣ」）プロジェクトについて、本年６月２９日発表に当社ホームページ上で発表し

た「ワールドイノベーションセンター（仮称）ビジョン」を一部補強した改訂版がまとまりま

した。次ページ以降をご参照下さい。 

   

これに伴い６月２９日付のビジョンは当社ＨＰの「株主・投資家の皆様へ」から削除し、改

訂版に差し替えさせて頂きました。ご了承下さい。  

 

本件に関しご質問等ございましたら、お手数ですが下記メールまでご連絡願います。 

 

問い合わせ先： info@miyakoshi-holdings.com 

 

 

 

以上 
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２０２１年７月２０日 
 
 

Asia’s Innovation Maker, MIYAKOSHI Holdings Inc. 

 

深圳ワールドイノベーションセンター（ＷＩＣ）のビジョンについて 

 

２１世紀の世界経済を強力に牽引 「アジアの奇跡」中国グレーターベイエリア 

その中心都市・深圳に建つ世界に誇れるトップクラスのイノベーションセンター 

 

１、当社ワールドイノベーションセンターが立地する「グレーターベイエリア」（粤港澳大湾区）とは 

 

➤中国国家発展戦略の先頭を疾走する最重要地域  

当社がワールドイノベーションセンター（ＷＩＣ）を開発する中国・広東省の深圳市は香港に

隣接し、北京、上海、広州と並ぶ中国４大都市のひとつとして驚異的な急成長を遂げる巨大都

市です。中国中央政府は２０１９年２月、この深圳を軸とする広東省に香港、マカオを加えた

「グレーターベイエリア」と呼ばれる湾岸都市経済圏を、ハイテクなどのイノベーションと科

学技術の発展を目指す中で「全国の先頭に立ち、模範的な牽引役」となるエリアとして明確に

位置付ける長期発展計画の概要を公表。最重要である国家戦略の要として技術と資金、高度人

材といったリソースを集中的に投入する方針を打ち出しました。 

 

➤深刻な米中摩擦、ハイテク領域などの「自力更生」路線が追い風に 

深圳を中心とするグレーターベイエリアの重要性が増した背景には、米中経済摩擦に伴い中国

政府が自力によるハイテク製品調達、いわゆる「自力更生」へと大きく政策の舵を切ったこと

があります。米国の制裁で最先端の半導体技術などを導入するのが難しくなっているため、中

国政府はハイテク製品の自給率を引き上げる姿勢を鮮明に打ち出し、実際に行動を加速させて

いるのです。 

 

➤スマホや５Ｇなどの主要電子部品、中国国内で重点育成 

～肥沃な市場、日米欧など外国企業は現地進出で商機 

その柱として中国中央政府が２０２１年１月２９日に発表したのがハイテク分野の国内サプ

ライチェーン強化に向けた「基礎電子部品産業発展行動計画」（２０２１～２０２３）です。

この中でスマートフォンなどのスマート端末、高速通信規格５Ｇや電気自動車（ＥＶ）、ロボ

ット、インターネットを活用した製造業といった主要分野を重点的な育成の対象と位置付け、

具体的に半導体やセンサー、製造設備、ソフトウェア、磁性材料などを明記しました。これら

の最重要部品領域において２０２３年までの３年間で国際競争力を持つ売上高１００億元（約

１７００億円）以上の大手企業を１５社作り出すという目標を掲げました。深圳市は中国内で

最も早く市内全域に５Ｇ基地局を設置し、５Ｇ通信を使った先駆的な遠隔医療などの応用実験
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も進んでいます。    

技術力の高いＥＶ関連企業が集積していることでスマート交通システムや無人運転ロボット

の開発・運用実験でも先行しており、自力更生の先頭に立って有力なハイテク企業を生み、育

む土壌がすでに深圳には出来上がっています。外国企業にとってはハイテク部品調達における

中国国内回帰という大潮流を捉えることが商機につながります。深圳に本格的に進出すること

で様々な政策上のサポートを得られる可能性が高まるとともに、中国現地有力企業などとの協

業や合弁を通じ高成長が見込まれる肥沃な中国マーケットを獲得できるチャンスが広がるの

です。 

 

➤躍進続くグレーターベイエリア、２０３５年に経済規模で日本抜きへ 

グレーターベイエリアは「珠江デルタ」と呼ばれる深圳を中心とする広東省９市と香港、マカ

オで構成され、総面積は５・６万ｋ㎡と広東省の約３割を占める地域です。域内人口は７２６

７万人（２０２０年）とフランスやイギリスを上回っており、深圳市だけで約１７５６万人と

東京都の人口をはるかに超えています。グレーターベイエリアは２０１０年から２０２０年ま

でに年率およそ１０％という高い経済成長を続け、中国全体の平均を上回る発展を記録しまし

た。仮に同じテンポで伸び続けた場合はどうなるでしょうか。２０３５年のエリア内ＧＤＰ（国

内総生産）は約６・７８兆ドル（約７４５兆円）に達し、ベイエリアだけで日本を超え世界第

３位（２０２０年時点ではイタリアに次ぐ第９位）という中国内でも屈指の富裕経済圏へと駆

け上がる計算です。 

 

➤進む外資誘致策、新薬・医薬機器の承認権限を広東省に移管 

中国中央政府はグレーターベイエリアに優良な多国籍企業を呼び込むため積極的に規制緩和

に取り組んでいます。２０２０年秋からは新しい医薬品や医療機器の審査許可権限の一部を国

務院（政府）から広東省政府に移管。香港・マカオの医療機関で使われている緊急臨床用など

の医薬品については、広東省政府が認可すれば同省の指定エリアで流通できるようにしました。

現在は実証実験の段階ですが、２０２２年からはグレーターベイエリア内で開発、生産した新

薬や医療機器についても同省の許可が下りれば中国全土で販売できるようになります。ＷＩＣ

の進出企業にとっても深圳で先進医薬・医療機器開発を加速させる環境が整ってきます。 

 

➤世界を惹きつける先行モデル都市 それが深圳の「歴史的な使命」 

輝きを増すグレーターベイエリアの中でも、深圳の戦略的重要性は抜きん出ています。習近平

中国国家主席は２０２０年１０月の深圳経済特区設置４０周年祝賀大会における重要談話に

おいて、深圳市をグレーターベイエリア開発の「重要エンジン」と位置付け、中国の先行モデ

ル区として率先して革新的な発展を遂げることが深圳の歴史的使命であるとの見解を示しま

した。 

 

➤深圳市経済、２０３１年に中国トップも ～２１世紀中ごろ 世界でも卓越した先進都市に 

深圳市の域内ＧＤＰは２０１８年に香港を抜きました。現在、上海、北京に次ぐ中国３位です。

国の発展計画に沿って経済拡大が続けば深圳市は２０３１年に中国トップに躍り出るとの試

算もあります。２０１９年８月に国務院（政府）が公表した「深圳における中国の特色ある社
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会主義先行モデル区建設の支援に関する意見」によれば、中国中央政府は深圳市について２０

３５年には国際的な影響力を有するイノベーション・創業・クリエイティブ都市としての地位

を確立し、さらに２１世紀中ごろには「競争力、イノベーション力、影響力において卓越した

グローバルな手本」となる壮大な長期目標を掲げています。 

 

➤グローバル優良企業の誘致へ優遇策拡充 

深圳市は独自の外資優遇策を着々と強化しています。同市は２０２１年６月、「Fortune Global 

500」に入るようなトップ多国籍企業が深圳に中国本社や研究開発、マーケティング拠点など

を開設する場合、深圳経済への貢献度合いに応じ一定の条件の下で事業活動への奨励金やオフ

ィスの賃料補助、高度マネジメント人材に対する支援などを講じると発表しました。世界中か

ら多国籍企業の技術と叡智、そして高度人材を惹きつけるために深圳市はあらゆる手段を講じ

始めており、当社のＷＩＣ入居企業はそうした政策上の恩恵を存分に受けることができます。 

 

➤世界から集まる才能、深圳市を挙げて人材獲得策 

「深圳スピード」と呼ばれる高速、高品質のイノベーションを支えるのは一にも二にも優れた

人材です。人材の宝庫である深圳では例えば、世界中から集まった２万人超もの高度人材と１

７万人に及ぶ欧米などからの留学帰国生らが未来の技術開発や起業を目指して猛烈に日夜研

鑽を積んでおり、同市もビザや労働規制の緩和策などさらなる高度人材や傑出したグローバ

ル・タレントの獲得に向け次々と対策を打ち出しています。ＷＩＣ進出により中国有数である

深圳の人材市場において自社の将来を担う才能を見出せる可能性はぐんと高まります。 

 

➤中国と連結強めるＡＳＥＡＮ、そしてグローバル市場への発信拠点に 

深圳は中国市場全体を見渡す戦略ハブですが、魅力はそれだけではありません。深刻な米中通

商摩擦の中でも人口１４億人を超える中国と、インドネシア、タイ、フィリピンなどおよそ６

億人を抱えるＡＳＥＡＮ（東南アジア諸国連合）は互いに成長しながら市場間の結びつきを強

めており、その結節点がＡＳＥＡＮへのゲートウェイ（玄関口）となる深圳なのです。様々な

国の地域巨大企業（リージョナル・ジャイアンツ）やスタートアップのユニコーンが勃興しす

でに大量の人、モノ、サービスが急ピッチで越境し融合し始めている。グレーターベイエリア

開発でその勢いは加速して来るでしょう。深圳は新たに開発した技術をグローバル市場へと発

信していく拠点でもあります。 

 

 

このように深圳は２１世紀の世界経済を牽引する「アジアの世紀」の中心舞台でもあり、その

まさにど真ん中に開発するのが当社のＷＩＣなのです。それでは次ページから当社が強い誇り

と自信を持ってご案内するＷＩＣのビジョンについてご説明します。 
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２、 超一流の魅力に溢れた深圳ワールドイノベーションセンター、その卓越性と独自性とは 
 

至れり尽くせりのサービス精神を象る「３つのＣ」 それはーー 

  ＣｕｔｔｉｎｇＥｄｇｅ（先進的）、 Ｃｏｎｖｅｎｉｅｎｔ（便利）、 そしてＣｏｍｆｏｒｔａｂｌｅ（快適）  

 

➤中国国務院商務部の支持と深圳市の委嘱を受け企業誘致活動 

当社は中国国務院（政府）商務部のご支持と深圳市政府からの委嘱を受けてＷＩＣへの企業誘

致を精力的に進めています。世界のモノづくりの中心として奇跡の発展を遂げた深圳市は中国

を代表する経済特区としてハイテク分野などの高い技術力を持つ有力外資の誘致を非常に重

視しています。多数の優良外資が入居し現地企業などと連続的なイノベーションに取り組むと

いう当社ＷＩＣのコンセプトは中国中央政府や深圳市などから高く評価されており、これが本

件プロジェクトと進出企業に対する中国当局の手厚いサポートへとつながるとても大切な要

素になっています。 

 

➤ＷＩＣのコンセプト、グレーターベイエリア発展計画の戦略的方向性とも一致 

ＷＩＣの最大の強みは、進出企業が現地スタートアップ企業や中国有力企業と連携してイノベ

ーションを生み出すための様々な仕組みを設けることです。こうした考え方はイノベーション

を原動力として長期発展を目指す中国中央政府のグレーターベイエリア開発計画、そして国の

計画を道標として深圳市が練り上げる具体的な戦略目標の方向性とも一致しています。国と市

が打ち出す政策的サポートの流れに乗って、進出企業が現地で最大限のスピードで効率的にイ

ノベーションに取り組んでもらえるようになるのです。企業誘致でいえばハイレベルのハイテ

ク現代産業、バイオ、新素材、現代サービス業など、深圳市が特に期待する各重点領域の会社

を中心に進出を働き掛けています。 

 

➤ＥＳＧやカーボン・ニュートラル（二酸化炭素排出ゼロ）の取り組み重視 

持続的な経済成長に向け環境や社会、企業統治を柱とするＥＳＧの観点は世界的な経営課題に

なっています。世界有数のイノベーションプラットフォームを目指すＷＩＣは、温暖化ガス排

出を実質ゼロにするカーボン・ニュートラル等、ＥＳＧに積極的に取り組んでおられる優良企

業に優先的にご入居頂きたく存じます。当社グループは深圳プロジェクトを含めサスティナビ

リティ（持続可能性）を巡る諸課題に適切に対応し、透明性の高いガバナンス（企業統治）体

制の構築を通じてステークホルダーの皆様に評価して頂けるよう努めて参ります。 

 

➤日本や欧米、アジアなどから２００社超の優良多国籍企業や有力企業が進出 

～中国本社機能・グローバル研究開発拠点設立し歴史的連携へ 

当社はすでに日本だけで東京証券取引所一部上場を中心に７０社を超える優良企業からＷＩ

Ｃへの進出意向書を取得済みで、今後さらに企業誘致のアクセルをふかします。「先端製造業

の発展加速」という政策目的にかなう深圳にふさわしい選りすぐりの１５０社を超える大企業

が日本国から進出する計画です。外国企業についても上述（２ページ「グローバル優良企業の

誘致へ優遇策拡充」の項）の「FortuneGlobal500」に入るような米国、欧州の大企業や著名ス

タートアップ企業などに対する誘致を積極的に働きかけており、最終的には総勢２００社の外

資企業がＷＩＣに中国本社やアジア本社もしくはグローバル研究開発センター、実験室やマー
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ケティング拠点を設ける見込みです。深圳市における外国企業として最大級のプロジェクトと

なるのは確実な情勢です。 

 

➤主要１２省と４直轄市の窓口機関がワンフロアに揃い踏み  

～中国全土俯瞰する戦略ハブに 

ＷＩＣでは入居される企業の目線に立ってサービスの利便性を究めて参ります。その代表例が

中国各省の窓口開設です。遼寧省、河北省、河南省、山東省、江蘇省、浙江省、安徽省、湖北

省、湖南省、四川省、福建省、広東省の１２省及び直轄市と呼ばれる最高位の４大都市である

北京、上海、天津、重慶からＷＩＣのワンフロアに窓口機関を出してもらいます。華北から華

南までまんべんなく中国経済の要衝をカバーするかたちで、各省で企業誘致などを推進する商

務部門などの政府担当者らが窓口で待機し、各省の最新経済・産業事情への問い合わせや進出

に必要な諸手続きといった外国企業の様々な相談にいつでも応じてくれます。このようにＷＩ

Ｃを不動の「戦略ハブ」とし、深圳に居ながらにして中国全土のマーケットを手中に収めて市

場攻略の方策を立てられるようにします。当社が長年の中国ビジネスで苦労した経験から考案

したものです。広大な中国大陸を何日も何度も出張しなくても各省政府と相談できるようにな

り、大幅に業務を効率化できます。 

 

➤「イノベーションのメーカー」の真骨頂、デジタルとリアルの力を融合し新ビジネス創出   

～外資大手企業と現地スタートアップ等を技術・機能でマッチング  

ＷＩＣには深圳のスタートアップや他の有力ハイテク企業、国際機関や各国シンクタンクなど

も登録できるユニークで便利な情報基盤システム（デジタル・プラットフォーム）を構築しま

す。技術カテゴリー別のマッチング機能やライブビデオによる商談やチャット、電子商取引（ｅ

コマース）といった最先端の仕組みを整え、テナント企業が進出直後から効率的に開発パート

ナーを探したり、マーケティングに取り組んだりできるように準備を整えます。深圳の現地ス

タートアップ企業などはＷＩＣに入る外資系有力企業と組んで大きくビジネスを飛躍させる

無数のチャンスに恵まれることになるでしょう。 

 

➤段階的に深圳スタートアップ１０万社のデジタルプラットフォーム登録目指す 

ＷＩＣのデジタルプラットフォームは１００万社超に上る深圳のスタートアップの多くに登

録してもらいます。当初の登録数を一定の基準をクリアした３万社、段階的に１０万社まで拡

大します。内容を定期的にアップデートし、既存の一流企業との事業連携や国境、業種を越え

た技術、人材の交流が進むようにします。 

 

➤魅力あるイベントで深圳のイノベーション情報をグローバル発信 

イノベーション・プラットフォームに魂を入れるのはインターネットだけではありません。こ

うした優れたデジタル基盤にリアルでも魅力的なイベントを組み合わせることでイノベ―シ

ョンの誘発効果は絶大になります。例えば著名有識者や経営者による講演、海外向けに深圳発

でイノベーション情報を発信できるような各種セミナーを開催することを考えています。スタ

ートアップの大型ピッチコンテストやハッカソン（ソフト開発競争）などを開催し、優秀な上

位企業と協力して深圳の革新力をパワーアップさせていけるようなアイデアも温めています。 
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➤ディープなエグゼクティブ向けコミュニティ作りで事業提携の環境作り 

企業同士の資本提携や共同開発、Ｍ＆Ａといった合従連衡は非常にコンフィデンシャルでメン

バーが限定されたコミュニティの中で話が進んでいきます。深圳において一流企業やスタート

アップ企業などが有機的にエグゼクティブ間のネットワークを拡大できるよう、ＷＩＣは様々

なコミュニティを形成して協力していきます。 

 

➤ハイテク・医療から先進農業、介護ロボットまでーー  

～多種多様でハイレベルな研究開発系建物群 

ＷＩＣはハイテクなどの技術領域や機能に応じた魅力的なエリアを数多く設置します。キーテ

ナント向けの大型カスタマイズを可能とする「グローバル研究開発（R＆D）・実証実験パーク」

のほか、次世代情報技術やデジタル経済、産業用ロボットや工作機械、スマート機器、新素材、

海洋技術などの企業が入居する「戦略的新興産業群」などが一例です。「現代サービス業エリ

ア」では設計、法律、会計監査、経営コンサルティング、人事（ＨＲ）といった新たな専門サ

ービス業でイノベーションを目指す企業が集結します。このほか「先進医薬・医療機器エリア」

「先端農業・フードテック（食の革命）エリア」などデジタル時代の最先端を行く多くの企業

にご入居頂けるような区画を設け、現地スタートアップ企業などとフラットに交流しながらイ

ノベーション力を磨いていただける環境作りを致します。中国の広域経済圏構想「一帯一路」

などを通じて外資がビジネスチャンスを広げられるような取り組みも考えています。 

 

～中国におけるビジネス・暮らしの課題、丸ごと解決へ～ 

➤２４時間・３６５日のコンシェルジュサービス ～最新自動翻訳で「言葉の壁」低く 

イノベーションに邁進して頂く上で欠かせないこと。それは世界中から深圳に来る方々が安心、

安全、そして快適に研究開発やマーケティング、マネジメントに専念頂ける環境です。買い物

など異国の地では様々な暮らしの悩みが出てきます。ＷＩＣ内のコンシェルジュデスクでは２

４時間３６５日体制で皆様のご相談に対応するサービスを整えます。ＡＩを駆使した最先端の

通訳機を導入し極力、言葉の壁を取り除くサービスも導入します。深圳市中央部にあるＷＩＣ

は素晴らしいビジネス環境に恵まれています。立地の優位性を生かすだけでなく、良質な食事

や運動もＷＩＣの中で完結できる。そんな超一流ホテルにも劣らない最高のサービスで居心地

の良いコミュニティを作るのがＷＩＣの土台です。 

 

➤実務面の面倒な手続きはワンストップで 

会社設立や許認可取得といった煩雑なビジネス関連の諸手続きも一か所で済む「ワンストッ

プ・ステーション」（仮称）を開設するほか、進出企業に対し法務、会計、財務面などに関す

る支援業務も展開する予定です。 
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＜おわりに＞ 

成長力強化へＷＩＣをグローバル市場のゲートウェイに  

～１０年後、中国の事業規模は本国と同水準まで拡大 

  

ＷＩＣは連続的な技術革新を生み出すのに必要な上質な施設とビジネス環境、そして磨き上げ

られた数々のサービスという３つを一体でご提供することで世界に誇れるトップクラスのイ

ノベーション・プラットフォームを目指します。ここを舞台に多くの外資一流企業の皆様が最

も効率的にイノベーションの力を高め、成長につなげて頂けると考えています。 

 

第四次産業革命ともいわれるグローバル規模のデジタル革命や歴史的転機を迎えた中国の国

家経済戦略などを見ても、深圳そして香港・マカオを含むグレーターベイエリアほど好条件・

好立地に恵まれた場所はなく、進出する外国企業に対するサポート体制も強化されています。

中国は高い目標の長期計画を掲げ、それを着実に実行に移していきます。中国市場の成長を見

据えると企業の皆様にはＷＩＣに腰を据えて拠点を置き、本格的な事業展開に踏み出して頂く

ことが最良の選択ではないでしょうか。そうすれば１０年後には中国での事業規模が本国と同

じ水準にまで拡大し、貴社の屋台骨を支える事業に育ってきます。ぜひＷＩＣに中国本社や研

究開発拠点を構え中国とアジア、そしてグローバル市場全体を俯瞰したスケールの大きな成長

の版図を描いて頂きたいと思います。 

 

ＷＩＣにご関心をお持ちの方はお手数ですが下記、担当メールアドレスもしくは直通番号にお

電話頂ければ幸いです。企業の皆様が深圳、そしてグレーターベイエリアの上昇気流に乗って

末永い繁栄の道筋をつけられるよう、当社はＷＩＣであらゆる手を尽くして誠心誠意、お手伝

いさせて頂きたいと心より願っております。 

 

                    担当メールアドレス：marketing@miyakoshi-holdings.com 

イノベーション推進本部 直通電話：03-6450-0771 

 

宮越ホールディングス株式会社 

代表取締役会長兼社長 宮越邦正 

 

宮越ホールディングス株式会社のご案内 ～２０２２年春、プライム市場上場へ 

当社は２０１１年１０月設立した東京証券取引所市場１部上場の総合投資会社（証券コード６

６２０）です。本年７月９日に東京証券取引所から２０２２年の市場区分見直しに関連し最上

位である「プライム市場」への上場維持基準に適合しているとの一次判定結果通知を受け取っ

たことを受け、当社は同市場への上場手続きを進めます。当社の創業は１９６６年。１９７７

年の日中国交正常化後、中国進出第一号の日本企業として上海でオーディオ機器の合弁企業を

設立して以来、今日まで４４年に渡って同国政府要人らとの深い信頼関係を築いてきました。

本業だったオーディオ機器事業以外にも当社は１３００社に上る企業に対し、中国各都市への

誘致を支援した実績があり、こうした取り組みに対する中国政府の高い評価が深圳におけるワ
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ールドイノベーションセンター構想として実を結んでいます。ＷＩＣを建設する深圳市福田区

の用地はもとは同市が中国初の経済特別区に指定された際に同市政府より認可を受けて我々

が進出したところで、当社が土地使用権を所有しています。当社は深圳の中心部として大変な

好立地へと変貌を遂げたこの地に開発・運営主体としてＷＩＣを立ち上げ、イノベーション・

プラットフォームの軸（リンチピン）としてこれからたくさんの企業の成長に貢献したいと考

えています。 

 

以上 

 


